
◆奨学金
奨学金名
財団・寄付者

目的

給付額 円/月 (学部)
円/月 （大学院）

給付回数 回
奨学金受給期間

推薦予定人数 名（学部３名/大学院３名）
募集人数

対象

学部生

大学院生

成績

1セメ終了者 2セメ終了者 3セメ終了者 4セメ終了者 5セメ終了者 6セメ終了者 7セメ終了者

14単位 28単位 44単位 60単位 76単位 92単位 108単位

その他

義務/その他

その他注意

締め切り

◆今後の予定

申請締切 3月6日（金）　　11：59pm（日本時間）
結果発表(個人伝言) 3月30日（月）
2次選考(学内面接) 4月8日（水）
結果発表(個人伝言) 4月16日（木）
財団への推薦締切 5月10日（日）
財団面接 なし
採否通知 6月頃 *大学宛て通知

 

国内学生対象

日本国籍を有する者

古野給与奨学金
公益財団法人　同盟育成会

APUから他の奨学金に推薦中でない者

5

定期健康診断

 ✓5セメ

応募資格
(全て該当
する者)

前セメスターまたは今セメスターでAPU定期健診を受診完了している者または予定の者(再検査・精密検査未受診は不
可)

60,000

通算GPAが2.8以上である者 (2019秋セメスター終了時点）

対象ｾﾒｽﾀｰ
*2020年4月

時点

通算単位数

他奨学金

*正当な理由なく下記の義務を履行しなかった場合、奨学金を打ち切ることがある。

【学部生】
・作文の提出（毎年7月と12月）
【大学院生】
・研究レポートの提出（初年度の7月と12月、及び次年度の7月に研究テーマに関するレポートを、また次年度の12月に
は、修士論文を要約したものを提出）
【学部生・大学院生共通】
・奨学生アンケートの提出
・研修会への出席（毎年数回開催）。交通費（公共交通機関利用時の実費）を財団が支給する。

修士： ✓1セメ（学内進学者）

（4～7月の4ヶ月分、8月以降は偶数月に2ヶ月分ずつの振込み）

学業、人物、健康ともに優秀な学生で、経済的理由により学費の支弁が十分でない者に学資を給与するとと
もに、その指導に任じ、将来社会の各層で新聞通信事業に理解のある人物を育成することを目的とする。

40,000

2020年3月6日（金）
11：59pm (日本時間)

他の奨学金との併用可能（だたし、他の財団等の要項を十分確認すること）

学内面接
（一次合格者のみ・日本

語）
4月8日（水）

*最長2年間（ただし、大学における在籍期間中に限る）

未定
6

2020/4-2022/3

＊申請はSurveyで受け付けます
＊応募資格要件を満たしていない場合は選考対象外とします
＊申請内容に虚偽があった場合は失格とします
＊申請締め切り：2020年3月6日（金）11：59pm（日本時間）
＊申請を完了するためには最後の終了メッセージ画面まで進んでください。
＊締切後の申請はいかなる理由でも受付できません。「インターネットが込み合っていた」「最後の送信ボタン
を押し忘れた」など無いよう、ご注意ください。
＊奨学金の申請は一回限り有効です。二回目以降の申請は無効となりますのでご注意ください。
＊申請完了の証明として、完了画面をスクリーンショットで撮影し、大切に保存しておいてください。
＊結果発表は2020年3月30日（月）に応募者全員に対してキャンパスターミナルの個人伝言でお知らせしま
す。
 【問合わせ先】 スチューデント・オフィス： A棟１階 奨学金担当
                    パソコンメールアドレス：apustu1＠apu.ac.jp

【学部生】
1．2020年4月に3学年に進級し、ジャーナリストあるいはジャーナリズム研究者を目指して勉学に励んで
いる者
　（ただし、卒業後の進路まで拘束しない。異なる分野に進んでも問題なし。）
2．志操堅固、健康優良で学業成績優秀な者（学業成績の目安は、大学1、2年生時の成績表で、優ある
いは優相当以上の評価が5割以上とする）
3．学費の援助が必要と認められる者

【大学院生】
1．2020年4月に大学院修士課程に進級し、ジャーナリストあるいはジャーナリズム研究者を目指して勉
学に励んでいる者（ただし、卒業後の進路まで拘束しない。異なる分野に進んでも問題なし。）
2．志操堅固、健康優良で学業成績優秀な者（学部3、4年生時に優あるいは優相当以上の評価が5割
以上）
3．学費の援助が必要と認められる者


